
主な内容
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2-5

・・・・・・・・ 6-7
・・・・・・・・・・・・・・・・・ 8-9

・・・・・・・・・ 10-11
・・・・・・・・・・・・・・・ 12-13

・・・・・・・ 14-15
・・・ 16-17

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 18-19
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 20

●雪の国のおはなし
●地デジ支援の拡大／全国大会出場 ほか
●21年度決算連結財務4表の公表
●小中一貫教育Q&A／地産地消 ほか
●地域の風～支所からのたより～
●ときめきネットワーク／元気予報 ほか
●まちの話題TOPICS／十日町ラーメン博開催
●お知らせ・ガイド
●ジュニア芸術祭 －橘小学校－

　2月1日㈫、サンクロス十日町で、なかよしランドの豆
まきが行われました。０歳から３歳までの子どもたちとお
母さん約40人が、大雪に負けない元気な声で、鬼を追
い払いました。子どもの健康と安全を見守る、色とりどり
の「豆の神様」も登場。みんな目を輝かせて、お気に入
りの神様を選んでいました。

　2月1日㈫、サンクロス十日町で、なかよしランドの豆
まきが行われました。０歳から３歳までの子どもたちとお
母さん約40人が、大雪に負けない元気な声で、鬼を追
い払いました。子どもの健康と安全を見守る、色とりどり
の「豆の神様」も登場。みんな目を輝かせて、お気に入
りの神様を選んでいました。

2月1日㈫、サンクロス十日町で、なかよしランドの豆2月1日㈫、サンクロス十日町で、なかよしランドの豆2月1日㈫、サンクロス十日町で、なかよしランドの豆2月1日㈫、サンクロス十日町で、なかよしランドの豆

豆の神様みーつけた！豆の神様みーつけた！豆の神様みーつけた！
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現
在
の
私
た
ち
の
生
活
は
、
電
気
が

あ
る
の
が
当
た
り
前
に
な
っ
て
い
て
、

そ
の
存
在
を
意
識
せ
ず
使
っ
て
い
ま

す
。
ど
ん
な
に
雪
が
降
っ
て
も
、
ど
ん

な
に
寒
い
夜
で
も
、電
気
の
お
か
げ
で
、

家
の
中
で
は
暖
か
く
明
る
く
過
ご
せ
ま

す
。
電
気
の
あ
る
暮
ら
し
が
、
雪
国
の

生
活
を
快
適
に
し
て
く
れ
る
の
で
す
。

も
し
も
猛
吹
雪
の
夜
、
突
然
停
電
に

な
っ
た
ら
私
た
ち
の
生
活
が
ど
う
な
る

か
⋮
想
像
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

猛
吹
雪
の
日
に
停
電
し
た
ら
⋮

停
電
は
冬
場
が
多
い

　「
停
電
の
出
動
は
、
冬
場
が
多
い
で

す
。
一
年
間
に
発
生
す
る
停
電
の
６
、

７
割
は
冬
で
す
」
と
話
す
の
は
、
東
北

電
力
㈱
十
日
町
営
業
所
配
電
技
術
長
の

上
野
浩
志
さ
ん
（
42
歳
）。
雪
の
重
み

で
倒
れ
た
木
が
電
線
を
切
る
た
め
冬
場

の
停
電
が
多
発
し
ま
す
。（
上
記
写
真
）

応
し
て
い
ま
す
。

　
停
電
が
発
生
す
る
と
、
瞬
時
に
営
業

所
へ
連
絡
が
入
り
、
そ
の
後
、
配
電
課

員
全
員
へ
一
斉
に
連
絡
が
行
く
シ
ス
テ

ム
に
な
っ
て
い
ま
す
。
停
電
は
休
日
や

夜
間
も
関
係
な
く
発
生
し
ま
す
の
で
、

常
時
発
生
に
備
え
た
体
制
を
と
っ
て
い

ま
す
。「
停
電
の
復
旧
は
、
発
生
し
て

か
ら
90
〜
１
２
０
分
以
内
に
完
了
す
る

と
い
う
の
が
目
標
で
す
。
電
気
は
お
客

様
の
生
活
・
生
命
に
直
結
し
ま
す
か
ら

ね
」
と
語
る
上
野
さ
ん
の
言
葉
に
は
、

使
命
感
が
み
な
ぎ
り
ま
す
。

停
電
の
復
旧
は

発
生
か
ら
₉₀
～
１
２
０
分

　
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業
所
配
電
課

の
職
員
は
22
人
。
こ
の
22
人
が
、
市
内

総
延
長
８
５
５
㎞
の
電
線
、
約
２
０
、

０
０
０
本
の
電
柱
の
配
電
設
備
を
守
っ

て
い
ま
す
。
市
内
で
停
電
が
発
生
し
た

場
合
は
、
24
時
間
体
制
で
出
動
し
、
対

午
前
２
時
の
停
電
の
復
旧

　
１
月
11
日
に
浦
田
地
区
で
停
電
が
発

生
し
た
の
は
、
午
前
２
時
。
停
電
の
原

因
は
倒
木
と
想
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
連
絡
を
受
け
て
現
場
へ
向
か
っ
た
と

こ
ろ
、
朝
早
過
ぎ
て
道
路
の
除
雪
が
始

ま
っ
て
お
ら
ず
、
現
場
付
近
に
到
着
す

る
ま
で
90
分
か
か
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
倒
木
が
か
か
っ
て
い
る
電

線
を
探
し
出
し
、
ま
ず
一
人
が
現
場
ま

で
の
道
を
作
り
ま
す
。
そ
の
日
は
大
雪

が
続
い
て
い
た
の
で
、
道
路
か
ら
電
線

ま
で
は
、
人
の
背
丈
よ
り
も
高
い
雪
。

ま
さ
に
〝
雪
の
中
を
泳
ぐ
〟
よ
う
に
つ

け
ら
れ
た
道
を
通
っ
て
現
場
へ
向
か

い
、
作
業
員
が
倒
木
を
除
去
し
ま
す
。

　
こ
の
日
電
気
が
完
全
に
復
旧
し
た
の

は
、
発
生
か
ら
４
時
間
30
分
が
経
過
し

た
午
前
６
時
30
分
過
ぎ
。
雪
の
た
め
に

道
路
状
況
が
悪
く
、
移
動
に
時
間
が
か

か
っ
た
こ
と
、
道
路
か
ら
離
れ
て
い
る

場
所
が
停
電
の
発
生
源
だ
っ
た
た
め
、

現
場
へ
の
到
着
に
時
間
が
か
か
っ
た
こ

と
が
最
大
の
要
因
で
す
。

　「
お
客
様
に
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
し
た
。
朝
起
き
て
ス
ト
ー
ブ
が
つ

か
な
い
、電
気
が
つ
か
な
い
と
な
る
と
、

と
て
も
心
細
く
な
り
ま
す
よ
ね
。
お
客

様
に
そ
ん
な
思
い
を
さ
せ
て
し
ま
っ
た

こ
と
が
、
本
当
に
申
し
訳
な
か
っ
た
で

す
」
と
上
野
さ
ん
。
大
雪
に
よ
る
倒
木

が
原
因
の
停
電
。
除
雪
車
が
出
動
す
る

前
の
停
電
。
原
因
は
雪
で
、
だ
れ
の
せ

い
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
、
そ

の
復
旧
作
業
の
話
を
す
る
上
野
さ
ん
の

表
情
に
は
、
言
葉
以
上
の
力
強
い
責
任

感
が
表
れ
て
い
ま
し
た
。

　
取
材
を
終
え
た
日
の
翌
朝
、
い
つ
も

ど
お
り
に
ス
ト
ー
ブ
の
ス
イ
ッ
チ
を
入

れ
た
と
き
、
電
気
の
あ
り
が
た
さ
に
思

わ
ず
両
手
を
合
わ
せ
ま
し
た
。

解
散
が
目
標
？　

夢
雪
隊

　
川
西
地
域
で
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
�
ア
を

し
て
い
る
「
ス
ノ
ー
ボ
ラ
ン
テ
�
ア
　

夢
雪
隊
」
は
、
活
動
を
始
め
て
今
年
で

15
年
目
を
迎
え
ま
す
。
地
域
の
有
志
の

会
や
商
工
会
青
年
部
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

団
体
か
ら
人
が
集
ま
り
、
現
在
は
30
〜

50
代
を
中
心
に
約
50
人
の
隊
員
が
対
象

世
帯
の
雪
お
ろ
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
雪
お
ろ
し
を
し
て
い
る
の
は
、

お
年
寄
り
の
一
人
暮
ら
し
世
帯
な
ど
４

軒
。
対
象
世
帯
は
、
夢
雪
隊
の
各
隊
長

と
社
会
福
祉
協
議
会
や
民
生
委
員
な
ど

で
協
議
を
し
て
決
め
ま
す
。
一
軒
に
つ

き
、
ひ
と
冬
で
３
、
４
回
出
動
し
ま
す

が
、
隊
員
自
身
の
自
宅
の
雪
お
ろ
し
も

あ
る
の
で
、
無
理
を
し
な
い
よ
う
に
出

動
の
強
制
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

　「
こ
の
夢
雪
隊
は
、
い
つ
か
〝
解
散
〟

す
る
こ
と
が
最
終
目
標
な
ん
で
す
」
と

話
す
の
は
、代
表
の
渡
貫
文
人
さ
ん（
上

野
・
44
歳
）。
解
散
す
る
こ
と
が
最
終

目
標
と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
で
し
ょ

う
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
、「〝
あ
そ
こ

の
家
は
お
年
寄
り
の
一
人
暮
ら
し
だ
か

ら
、
集
落
み
ん
な
で
助
け
合
お
う
〟
と

な
る
の
が
、
本
来
の
支
え
合
い
で
す
。

ボ
ラ
ン
テ
�
ア
に
頼
ら
な
く
て
も
、
地

域
で
支
え
合
う
社
会
に
な
っ
た
と
き
、

私
た
ち
は
解
散
し
、
夢
雪
隊
の
活
動
が

な
く
な
り
ま
す
。
そ
う
な
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
」
と
渡
貫
さ
ん
。

　
こ
の
夢
雪
隊
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
名

前
は
、
実
は
『
無
接
待
』
に
も
か
け
て

い
ま
す
。
お
礼
は
一
切
受
け
取
り
ま
せ

ん
。
お
茶
も
出
さ
な
い
で
申
し
訳
な
い

特集　雪国を支える
　雪が降っても、道はきれいに除雪され、電気も水もきちんと
通る。そんな快適な雪国生活を支えてくれる人たちがいます。
　どんな人たちが、どんな活動をしているのかを特集します。

■問合せ
　企画政策課協働推進係
　☎ 757-3693　FAX752-4635
　Ｅメール
　t-kikaku@city.tokamachi.lg.jp

その8

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
モ
デ
ル
事
業

の
雪

の
国は

お

し
な
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と
恐
縮
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す

が
、「
隊
員
自
身
も
、
ち
ょ
っ
と
い
い

こ
と
を
し
た
と
い
う
満
足
感
が
得
ら
れ

る
の
で
、
雪
を
掘
る
人
・
掘
ら
れ
る
人

の
立
場
は
同
じ
で
す
」
と
の
こ
と
。

　
夢
雪
隊
が
屋
根
の
雪
お
ろ
し
を
す

る
際
は
、
ピ
ン
ク
色
の
目
立
つ
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
で
作
業
を
行
い
ま
す
。
川
西

地
域
の
屋
根
に
ピ
ン
ク
色
が
な
く
な
っ

た
と
き
、
そ
れ
は
支
え
合
い
の
社
会
が

実
現
し
た
と
き
で
す
。

冬
期
集
落
保
安
要
員
の
一
日

　
冬
期
集
落
保
安
要
員
を
務
め
る
村
山

重
雄
さ
ん
（
中
立
山
・
61
歳
）
の
朝
は

早
く
、
５
時
に
は
圧
雪
車
に
乗
車
し
、

約
８
㎞
の
道
の
り
を
圧
雪
し
ま
す
。
集

落
住
民
の
通
勤
・
通
学
の
道
を
確
保
す

る
た
め
で
、
集
落
内
に
あ
る
バ
ス
停
と

待
合
所
の
除
雪
作
業
も
行
い
ま
す
。
午

後
も
集
落
の
人
た
ち
が
帰
宅
す
る
前
に

圧
雪
作
業
を
し
ま
す
。
村
山
さ
ん
の
一

日
は
、
午
前
も
午
後
も
圧
雪
作
業
。
除

雪
機
が
入
れ
な
い
道
を
圧
雪
す
る
の
が

日
課
で
す
。
ほ
か
に
も
、
地
域
内
の
公

共
施
設
の
除
雪
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
冬
期
集
落
保
安
要
員
と
は
、
市
の
条

例
で
は
、「
冬
期
間
に
孤
立
し
た
り
、

過
疎
化
や
高
齢
化
が
著
し
く
集
落
機
能

の
維
持
に
支
障
を
生
じ
て
い
る
集
落
の

住
民
の
安
全
と
生
活
環
境
の
維
持
向
上

を
図
る
こ
と
を
目
的
（
一
部
略
）」
に

設
置
さ
れ
、
次
の
業
務
を
行
い
ま
す
。

・
集
落
の
主
要
生
活
道
路
の
圧
雪

・
除
雪
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
生
活

　
保
護
世
帯
な
ど
の
中
か
ら
市
長
が
指

　
定
し
た
世
帯
の
除
雪
援
助

・
集
落
内
に
救
急
患
者
が
発
生
し
た
と

　
き
、
医
療
機
関
ま
で
の
患
者
の
輸
送

　
ま
た
は
医
師
の
往
診
の
送
迎
に
協
力

　
す
る
業
務

冬
場
は
あ
ま
り
出
か
け
ら
れ
な
い

　
快
晴
の
日
が
毎
日
続
く
こ
と
が
な
い

限
り
、
冬
期
集
落
保
安
要
員
の
仕
事
は

毎
日
あ
り
ま
す
。
正
月
で
も
土
・
日
曜

日
で
も
、
降
雪
が
あ
れ
ば
出
動
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
10
日
間
以
上
連

続
で
朝
５
時
出
動
が
続
い
た
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
村
山
さ
ん
は
、「
集
落
内
で
、

圧
雪
車
に
乗
れ
る
の
は
自
分
だ
け
。
自

分
が
病
気
に
な
っ
た
り
し
た
ら
、
集
落

の
人
み
ん
な
に
迷
惑
を
か
け
て
し
ま
い

ま
す
。
だ
か
ら
、
体
調
管
理
に
も
気
を

使
う
し
、
冬
場
は
遠
出
を
し
な
い
で
い

つ
で
も
雪
に
対
応
で
き
る
過
ご
し
方
を

し
て
い
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

　
日
ご
ろ
の
交
通
確
保
だ
け
で
な
く
、

救
急
の
患
者
が
出
た
と
き
に
も
、
冬
期

集
落
保
安
要
員
が
送
迎
に
当
た
る
な

ど
、
そ
の
役
割
は
重
要
で
す
。「
朝
起

き
る
の
が
た
ま
に
つ
ら
い
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
、
冬
場
の
生
活
は
み
ん
な
〝
お

互
い
さ
ま
〟。集
落
み
ん
な
で
助
け
合
っ

て
い
る
だ
け
で
す
。
た
ま
た
ま
自
分
は

集
落
保
安
要
員
で
す
が
、
そ
れ
以
外
で

は
自
分
も
助
け
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

お
互
い
さ
ま
で
す
よ
」
と
笑
顔
で
謙
虚

に
話
し
ま
す
。

除雪作業は一人でしない、無理をしない、落雪・転落に気をつけて！
　十日町市・津南町では、１月31日までに、雪処理などの事故で１人が亡くなり、33人が負傷して

います。事故のほとんどが、高所からの落下や除雪中の転倒、除雪機の雪詰まり除去により発生して

います。除雪作業は、無理をせずに自分のペースで行い、家族に作業をすることを告げることが大切

です。次のことに注意し、雪処理事故を防止しましょう。

○屋根の雪おろしは、安全点検・防寒対策を徹底し、はしごはしっかり固定してください。

○除雪作業は、家族や隣近所にも声をかけて、２人以上で行ってください。

○軒下での除雪作業では、屋根からの落雪に注意しましょう。

○除雪機の雪詰まり除去は、エンジンを止めてから行ってください。

　  十日町地域MC協議会
　  （十日町地域消防本部内）
　  ☎757-0119

私たち
、

市報とおかまち
市民リポーターです！

　新しい公共モデル事業の一つ、「市報とおかま

ち市民リポーター」が始まります。これは、市民

リポーターとして登録した皆さんが、市内のイベ

ントを取材し、その写真や記事を市報のコーナー

『まちの話題・トピックス』などに掲載するとい

うもの。昨年11月に募集を開始し、現在８人が登録しています。市民リポーターの皆さんを紹介

します。（敬称略）

　　風間栄光（長里・69歳）、門脇洋子（姿２・59歳）、金子又市（田川町３・76歳）、

　　関口鈴子（宮下町東・56歳）、関田秀子（本町７- ２・57歳）、髙橋　都（下条中央通り・85歳）、

　　根津明義（稲荷町４・43歳）、松木　毅（松之山東川・55歳）

　２月25日号の市報から、市民リポーターの皆さんがまちの話題をお伝えします。お楽しみに！

　なお、市民リポーターは随時募集しています。デジタルカメラを持っている人ならどなたでも登

録可能。応募を心からお待ちしています。

■申込み・問合せ：企画政策課広報広聴係　☎757-3112　FAX752-4635

　
市
内
の
冬
の
様
子
を
昔
と
現
在
と
で
比
較
す
る
シ
リ
ー
ズ
の
２
回
目
。

　
今
回
は
、
中
里
地
域
の
上
山
の
様
子
で
す
。

雪
国
と
お
か
ま
ち
今
昔
物
語
№
２

【昭和56年】
　豪雪だった年。路肩
に積もった雪のため、
車がやっとすれ違え
るほどの道幅です。

【平成23年】
　道が広く整備されま
した。今年も記録的な
豪雪になるでしょうか。

写真左から、関田さん、風間さん、門脇さん、髙橋さん、
松木さん、金子さん（関口さん、根津さんは撮影当日欠席）

問
合
せ
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全国大会に55選手が出場

　
23
年
度
か
ら
取
り
組
む
行
政
改
革
の

指
針
と
な
る
第
２
次
行
政
改
革
大
綱
の

策
定
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
大
綱
案

が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
広
く
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

◇
募
集
期
間

：

２
月
25
日
㈮
ま
で

◇
大
綱
案
の
閲
覧
場
所

・
総
務
課
及
び
各
支
所
地
域
振
興
課

・
各
地
区
公
民
館

・
情
報
館

・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

◇
意
見
の
提
出
方
法

　
総
務
課
に
書
面
で
持
参
、
ま
た
は
郵

送
・
F
A
X
・
電
子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ

か
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
書
面
の
用
紙
は
、
各
閲
覧
場
所
及
び

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す

■
問
合
せ

：

総
務
課
市
役
所
改
革
推
進

係
　
〒
９
４
８

�

８
５
０
１
十
日
町

市
千
歳
町
３

�

３
、
☎
７
５
７

�

９

７
８
７
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
７
５
２

�

４
６
３

５
、
電
子
メ
ー
ル

： t-so
m

u
@

c
ity

.

toka
m

a
chi.lg

.jp

第
２
次
行
政
改
革
大
綱

︵
案
︶に
対
す
る
意
見
を

募
集
し
ま
す

住宅用火災警報器が
あなたの生命・財産を守ります！
　全国各地で住宅火災による死傷者が発生し、新

聞やテレビなどで報道されています。住宅火災で

亡くなった人の約６割が『逃げ遅れ』によるもの

です。こうした被害を減少させるため、消防法が

改正され、23年６月１日㈬までにすべての住宅

に住宅用火災警報器の設置が義務づけられます。

　管内でも、実際に住宅用火災警報器が鳴動して

火災に至らなかった事例もあります。

　昨年11月に実施した調査では、十日町市の設

置率は52.2％という結果になりました。県内の設

置率は昨年６月現在で42.2％、全国平均の58.4％

に比べて設置率が低い現状です。

　まだ設置していない住宅は、暖房器具などを使

用するこの時期に、ぜひ設置をお願いします。

■問合せ　

　十日町地域消防本部予防課　☎757-1557

　総務省では、経済的な理由で地上デジタル放送に移行することができない世帯に対して、支援を

行っています。今回、その対象を「ＮＨＫ放送受信料全額免除世帯※支援が延長になりました」に

加えて、「市町村民税非課税世帯」に拡大します。

地上デジタル放送視聴のための低所得世帯支援の拡大について

◆新たな支援の対象

　　まだ地上デジタル放送に対応ができていな

い世帯で、「世帯全員が市町村民税非課税の

措置を受けている世帯」が対象です。なお、

支援を受けるにはＮＨＫとの放送受信契約が

必要ですが、まだ契約が済んでいない場合は、

支援申込み以降速やかに契約してください。

◆受けられる支援の内容

　　簡易なチューナー１台を無償で給付（配送）

します。また、チューナーの設置方法や操作

方法を電話でサポートします。なお、チュー

ナーの訪問設置やアンテナ改修などは行いま

せん。

◆申込み方法

　　申込書に必要事項を記入し、必要書類を添

付して７月24日㈰までに総務省地デジチュ

ーナー支援実施センターへ送付してくださ

い。申込書は、インターネット・電話などで

総務省地デジチューナー支援実施センターか

ら取り寄せてください。

　　申込みには、「世帯全員が記載された住民

票の写し」と「世帯全員分の市町村民税非課

税証明書」が必要です。

　※申請書は、市役所本庁市民ホール、各支所

　市民課にも配置してあります

◆問合せ

○支援制度について：総務省地デジチューナ

ー支援実施センター　☎0570-02372

○ＮＨＫの放送受信契約について：ＮＨＫふ

れあいセンター　☎0570-077077

※ＮＨＫ放送受信料全額免除の世帯には、専

用の支援があります。詳しくは、総務省地

デジチューナー支援実施センター（☎

0570-033840）へ問い合わせてください

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー

小
林
洋
介
、
大
島
宗
則
、
佐
藤
友
樹
、
藤
ノ

木
光
、
太
島
悠
介
、
酒
井
正
善
、
大
平
麻
生
、

坂
詰
和
絵
、
池
田
綾
芽
、
西
川
綾
（
以
上
十

日
町
高
）、
柿
﨑
祐
司
、
安
部
拓
也
、
田
中

正
輝
、
太
田
祐
貴
、
羽
鳥
拓
哉
、
木
島
新
太

郎
、
長
谷
川
悠
、
高
橋
麻
弥
、
中
嶋
紋
菜
（
以

上
十
日
町
総
合
高
）、
春
日
大
、
尾
身
勇
気
、

南
雲
将
之
、
吉
澤
悟
（
以
上
松
代
高
）

ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー

星
野
和
孝
、
本
間
愛
（
以
上
十
日
町
総
合

高
）、
相
沢
卓
（
安
塚
高
松
之
山
分
校
）

第
60
回
全
国
高
等
学
校
ス
キ
ー
大
会

２
月
６
日
㈰
〜
10
日
㈭
　
岩
手
県
八
幡
平
市

第
48
回
全
国
中
学
校
ス
キ
ー
大
会

２
月
７
日
㈪
〜
10
日
㈭
　
福
島
県
猪
苗
代
町

第
66
回
国
民
体
育
大
会
冬
季
大
会

ス
キ
ー
競
技
会

２
月
12
日
㈯
〜
15
日
㈫
　
秋
田
県
鹿
角
市

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー

藤
ノ
木
光
、
佐
藤
友
樹
、
大
平
麻
生
（
以
上

十
日
町
高
）、
柿
﨑
祐
司
（
十
日
町
総
合
高
）

第
23
回
全
国
高
等
学
校
選
抜
ス
キ
ー
大
会

２
月
18
日
㈮
〜
20
日
㈰
　
岐
阜
県
高
山
市

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー

小
林
洋
介
、
大
島
宗
則
、
佐
藤
友
樹
、
藤

ノ
木
光
、太
島
悠
介
、西
川
綾
、大
平
麻
生
、

坂
詰
和
絵（
以
上
十
日
町
高
）、柿
﨑
祐
司
、

安
部
拓
也
、
田
中
正
輝
、
太
田
祐
貴
、
長

谷
川
悠
、
高
橋
麻
弥
（
以
上
十
日
町
総
合

高
）、
尾
身
勇
気
（
松
代
高
）

第
89
回
全
国
日
本
ス
キ
ー
選
手
権
大
会

２
月
26
日
㈯
〜
３
月
１
日
㈫ 

吉
田
ク
ロ
カ
ン
競
技
場

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー

小
林
洋
介
、
勝
又
凌
、
太
島
悠
介
、
藤
ノ

木
光
、
佐
藤
友
樹
、
酒
井
正
善
、
西
川
綾
、

大
平
麻
生
、
坂
詰
和
絵
、
池
田
綾
芽
（
以

上
十
日
町
高
）、
柿
﨑
祐
司
、
安
部
拓
也
、

田
中
正
輝
、
太
田
祐
貴
、
服
部
達
暉
、
羽

鳥
拓
哉
、
長
谷
川
悠
、
高
橋
麻
弥
（
以
上

十
日
町
総
合
高
）

陸
上
競
技

横
山
徹
、
渡
邊
大
虎
、
中
嶋
竜
之
介
、
服

部
智
子
、
遠
田
望
、
浜
野
愛
美
、
石
澤
真

希（
以
上
十
日
町
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
）

日
清
食
品
カ
ッ
プ
第
13
回
全
国
小
学
生

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
リ
レ
ー
研
修
大
会

３
月
19
日
㈯
・
20
日
㈰
　
大
阪
府
吹
田
市

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー

春
日
耀
介
、
栁
大
地
、
小
澤
幹
、
宮
崎
大
樹
、

児
玉
俊
介
、
関
口
恭
、
酒
井
梨
奈
、
齋
木

愛
里
紗
、
児
玉
倫
花
、
佐
野
涼
香
、
児
玉

美
希
、
柳
結
衣
（
以
上
吉
田
中
）、
小
林
大

輝
、
近
藤
彩
香
（
以
上
下
条
中
）、
太
島
玲

人
（
十
日
町
中
）、
星
名
尚
輝
（
川
西
中
）

ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー

小
堺
ひ
か
り
、
村
山
駿
、
柳
瑛
人
（
以
上

松
之
山
中
）、
倉
澤
里
佳
（
南
中
）　

　１月28日㈮、十日町保健センター（市役所隣）で冬季全国大会に出場する選手の激励壮行会が

行われました。大会・選手は次のとおりです。（敬称略）

全国大会に55選手が出場

平成22年 平成17年

総数（人） 58,926 62,058

総数前回比較（人） ▲3,132 ▲2,975

総数増減率（％） ▲5.0 ▲4.6

世帯数（世帯） 18,990 19,207

世帯数前回比較（世帯） ▲217 ▲141

世帯数増減率（％） ▲1.1 ▲0.7

十日町市の総人口は

58,926人
　昨年の10月１日を基準日として実施した平成

22年国勢調査の速報値が、県から公表されまし

た。調査結果は、国や県、市のさまざまな行政施

策に利用されます。

十日町市の国勢調査人口の推移

※旧 5 市町村区域の集計は、後日総務省から公

　表されます

※速報値は修正される場合があります

●問合せ：総務課行政管理係　☎ 757-9913

　～平成22年国勢調査結果（速報値）～
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平成₂₁年度決算 連結会計財務４表の公表

　
貸
借
対
照
表
と
は
、
市
の
資
産

と
、
そ
の
資
産
を
ど
の
よ
う
な
財

源（
負
債
や
純
資
産
）で
ま
か
な
っ

て
い
る
か
を
総
括
的
に
表
し
た
も

の
で
す
。一
方
の
資
産
合
計
額
と
、

も
う
一
方
の
負
債
・
純
資
産
合
計

額
が
一
致
す
る
た
め
、
バ
ラ
ン
ス

シ
ー
ト
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
市
の
通
常
の
決
算
で
は
、
現
金

部
門
で
は
現
金
の
流
れ
だ
け
、
財

産
部
門
で
は
財
産
だ
け
を
計
算
す

る
な
ど
各
項
目
が
個
別
に
計
算
さ

れ
て
い
ま
す
。
貸
借
対
照
表
で

は
、
資
産
と
負
債
の
対
比
を
し
な

が
ら
、
一
体
の
表
と
し
て
表
示
し

て
い
ま
す
。

　
行
政
コ
ス
ト
計
算
書
と
は
、
民

間
企
業
の
損
益
計
算
書
に
当
た

り
、
行
政
活
動
の
う
ち
人
的
サ
ー

ビ
ス
や
給
付
サ
ー
ビ
ス
な
ど
と

い
っ
た
資
産
形
成
に
結
び
つ
か
な

い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
の

に
ど
の
く
ら
い
費
用
が
か
か
り
、

ど
の
く
ら
い
使
用
料
や
手
数
料
な

① 

貸
借
対
照
表

② 

行
政
コ
ス
ト
計
算
書

ど
の
受
益
者
負
担
が
あ
っ
た
か
を

示
し
て
い
ま
す
。

　
市
の
通
常
の
決
算
で
は
、
現
金

の
収
支
だ
け
が
計
算
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
現
金
の
動
き
だ
け
で
は
複

数
年
に
わ
た
っ
て
使
用
す
る
建
物

な
ど
の
購
入
費
を
単
年
度
の
費
用

と
し
て
の
み
し
か
表
示
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
行
政
コ
ス
ト
計

算
書
で
は
、
現
金
の
動
き
が
生
じ

な
い
減
価
償
却
費
な
ど
の
費
用
を

計
算
す
る
こ
と
に
よ
り
、
純
粋
に

期
間
中
に
か
か
っ
た
費
用
を
表
示

し
て
い
ま
す
。

　
純
資
産
変
動
計
算
書
と
は
、
貸

借
対
照
表
の
純
資
産
の
部
に
計
上

さ
れ
て
い
る
数
値
が
１
年
間
で
ど

の
よ
う
に
変
動
し
た
か
を
表
し
て

い
ま
す
。
純
資
産
の
増
減
は
、
民

間
企
業
の
会
計
で
の
純
損
益
に
あ

た
り
、
市
が
黒
字
経
営
だ
っ
た
の

か
赤
字
経
営
だ
っ
た
の
か
を
示
し

ま
す
。
ま
た
、
純
資
産
は
今
ま
で

の
世
代
が
負
担
し
て
き
た
部
分
で

す
の
で
、
そ
の
１
年
間
の
増
減
を

把
握
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
資
金
収
支
計
算
書
と
は
、
資
金

財
務
４
表
と
は

の
出
入
り
の
情
報
を
性
質
の
異
な

る
「
経
常
収
支
」「
公
共
資
産
整

備
収
支
」「
投
資
・
財
務
的
収
支
」

の
３
区
分
に
分
け
て
表
示
し
た
も

の
で
す
。
こ
れ
は
、
民
間
企
業
の

キ
�
ッ
シ
�
・
フ
ロ
ー
計
算
書
に

当
た
り
、
現
金
主
義
的
な
財
務
状

態
を
示
す
資
料
で
す
。
最
も
流
動

性
の
高
い
資
産
の
現
金
の
流
れ
が

健
全
で
あ
る
か
分
か
り
ま
す
。

　「
経
常
収
支
」
は
、
日
常
の
行

政
活
動
に
よ
る
資
金
収
支
の
状

況
、「
公
共
資
産
整
備
収
支
」
は

公
共
事
業
な
ど
に
伴
う
資
金
の
使

途
と
そ
の
財
源
の
状
況
、「
投
資
・

財
務
的
収
支
」
は
出
資
や
市
債
の

償
還
な
ど
の
支
出
と
そ
の
財
源
の

状
況
を
表
示
し
て
い
ま
す
。

④ 

資
金
収
支
計
算
書

③ 

純
資
産
変
動
計
算
書

■問合せ
　財政課財政係
　☎757-3114

　市では企業会計的手法も取り入れて、分かりやすい財政状況の公表に努めていま

す。今回市報では、21年度決算のうち外郭団体を含めた連結会計財務４表の概要

を掲載します。連結会計財務４表の詳細や一般会計の財務４表についてはホーム

ページで掲載していますのでご覧ください。

連結会計グループ

市全体

連
結
会
計
の
範
囲

　
連
結
会
計
財
務
４
表
と
は
、
市

に
関
連
す
る
外
郭
団
体
な
ど
も
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
主
体
と
し
て

と
ら
え
、
そ
れ
ら
を
含
め
て
作
成

し
た
財
務
諸
表
で
す
。
連
結
の
範

囲
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。な
お
、

第
三
セ
ク
タ
ー
は
、
原
則
50
％
以

上
の
出
資
比
率
を
連
結
の
対
象
と

し
て
い
ま
す
が
、
財
政
支
援
な
ど

の
状
況
で
50
％
未
満
の
団
体
も
連

結
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

一般会計

特別会計

（国民健康保険特別会計

や下水道事業特別会計

など全９会計）

水道事業会計

第三セクター
㈶十日町地域地場産業振興センター
㈶松之山農業担い手公社
当間高原開発㈱
㈱松葉荘
㈱まちづくり川西
中里村地域開発㈱
㈱なかさと
松代総合開発㈱
㈲湯米心まつのやま

一部事務組合等

十日町地域広域事務組合

津南地域衛生施設組合

新潟県市町村総合事務組合

魚沼障害福祉組合

新潟県後期高齢者医療広域連合

十日町市土地開発公社

連結会計の財務４表
（単位：億円）

※財務諸表は、内容が細かいため、ここでは概要についてお知らせします。詳細については市ホームページ

と市役所での閲覧により公表します

※平成21年度決算に基づく財務４表は、新たな基準の導入に伴い20年度決算から作成条件が変更となりまし

た。このため、19年度以前の財務諸表とは直接比較ができませんのでご注意ください

②連結行政コスト計算書
　投資以外の行政活動にかかる費用を表しています。

　

経常行政コスト 495

人にかかるコスト

（行政職員にかかる経費で人件

費など）

物にかかるコスト

（消耗品や光熱水費、施設の維

持補修費や建物などの減価償却

費）

移転収支的コスト

（生活保護などの社会保障給付

や各種団体などに対する補助

金、ほかの団体への公共資産整

備補助金など）

その他コスト

（支払利息や回収不能見込計上

額）

80

153

237

25

経常収益 180

純経常行政コスト 315

③連結純資産変動計算書
　純資産とは、今までの世代が負担してきたお金で、
貸借対照表の純資産の年間変動額を表しています。

年間変動額 29

（詳細）

期首純資産残高 1,287

純経常行政コスト

一般財源

　（地方税、地方交付税など）

補助金等受入など

△315

219

125

期末純資産残高 1,316

①連結貸借対照表
　連結会計グループが所有している資産と債務を表しています。

資産の部（市が所有している財産） 負債の部（借金など、次世代の負担で返済する債務）

公共資産
（道路や学校などの公共施設の土

地、建物、設備など）

投資等
（公共施設整備などの基金積み立

てや、市が活動を行ううえで必要

な団体への出資など）

流動資産
（現金や将来の資金不足に備える

ための基金、地方債の償還に備え

るための基金）

（うち現金）

1,976

98

67

（57）

固定負債
（地方債や退職手当引当金など）

流動負債
（地方債のうち22年度中に返済する

必要がある金額など）

747

78

負債合計 825

純資産の部

（国・県からの支出金や税金など、現世代が負担

して、すでに支払が済んでいる正味の資産）

純資産合計 1,316

資産合計 2,141 負債・純資産合計 2,141

④連結資金収支計算書　
　１年間の現金の出入りを３つの性質に分けて表して
います。

期首歳計現金残高 48

１．経常的収支
（日常の行政活動の収支）

２．公共資産整備収支
（公共事業などの収支）

３．投資・財務的収支
（歳入：資産売却　歳出：貸付や市

債の償還など）

112

△13

△90

期末歳計現金残高 57
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地元で作られたものを
地元で食べる。

その営みを拡大するために、

十日町で作られている農産物

などを紹介していきます。十日町産を食べよう！
地産地消

十日町産を食べよう！
農
家の
皆さんが

丹精
込めてつくっています。

キ
ョ
ロ
ロ
発

キ
ョ
ロ
ロ
発
十
日
町
市

キ
ョ
ロ
ロ
発

キ
ョ
ロ
ロ
発

キ
ョ
ロ
ロ
発

キ
ョ
ロ
ロ
発

キ
ョ
ロ
ロ
発

キ
ョ
ロ
ロ
発

キ
ョ
ロ
ロ
発

キ
ョ
ロ
ロ
発

キ
ョ
ロ
ロ
発

キ
ョ
ロ
ロ
発
十
日
町
市

﹁
だ
い
じ
ん
が
�
﹂
み
�
け
！

No.6

No. ６タラの芽

【免税軽油使用者証交付申請（新規・更新）】

　10月31日まで有効な使用者証の交付を受けて

いる人は、今回の手続きは不要です。

■必要書類：①県収入証紙（１人450円）②商業

登記簿謄本（法人のみ）③印鑑④免税対象機械

の販売証明書（販売店で発行）及びカタログ

【免税証交付申請】

■必要書類：①耕作面積証明書（農業委員会で交

付）②印鑑③免税軽油（共同）使用者証

【注意事項】

⑴各申請書などは会場に用意してあります。

⑵今回の受付で、春耕・秋耕・収穫など一連の農

作業に係る免税証を交付します。

⑶県収入証紙は、第四・北越・大光銀行、県信用

組合、地域振興局内売店で販売しています。

⑷次に該当する場合は、使用者証を交付できない

ことがあります。

・使用者証及び免税証の返納を命ぜられ、その日

から起算して２年を経過しない場合

・国税または地方税の滞納処分を受け、その処分

の日から起算して２年を経過しない場合

・国税や地方税などに関する法令の規定で一定以

上の刑に処せられ、一定の期間を経過しない場

合

・「免税軽油の引取り等に係る報告書」を提出し

ていない場合

　軽油引取税の免税を受けるには、免税軽油使用者証及び免税証の交付を受ける必要があります。昨

年免税証の交付を受けた人には別途案内を送付していますので、案内に記載されているとおりに手続

きをしてください。交付申請日と交付日が異なりますのでご注意ください（即日交付は行いません）。

■申請受付日時：３月１日㈫〜３日㈭　午前９時〜正午、午後１時〜４時

■交付日時：３月15日㈫・16日㈬　午前９時〜正午、午後１時〜４時

■受付・交付場所：十日町地域振興局

■問合せ：南魚沼地域振興局県税部十日町収税課　☎757-5513

農業用軽油に係る免税証交付申請などの一斉受付を行います
カ
マ
キ
リ
の
雪
予
想

　
カ
マ
キ
リ
は
三
角
形
の
頭
と
前
足
の

鎌
が
特
徴
的
な
昆
虫
で
す
。
な
か
で
も

オ
オ
カ
マ
キ
リ
は
日
本
最
大
の
カ
マ
キ

リ
で
す
。
本
種
は
、
秋
に
な
る
と
草
や

木
の
枝
に
丸
く
泡
状
の
物
質
に
包
ま
れ

た
卵
を
産
み
ま
す
。
中
に
は
２
０
０
〜

４
０
０
個
の
卵
が
入
っ
て
い
て
、
メ
ス

は
そ
れ
を
一
生
に
２
つ
か
ら
４
つ
産
み

ま
す
。

　
オ
オ
カ
マ
キ
リ
の
卵
と
い
え
ば
、「
雪

予
想｣

を
思
い
出
す
人
が
多
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
長
岡
市
の
カ
マ
キ

リ
博
士
に
よ
る
40
年
以
上
の
調
査
研
究

で
は
、
カ
マ
キ
リ
は
冬
の
積
雪
量
を
予

知
し
、
雪
の
量
に
よ
り
卵
が
雪
に
埋
も

れ
な
い
最
低
の
高
さ
に
産
卵
し
て
い
る

た
め
、
卵
の
高
さ
を
調
べ
れ
ば
そ
の
冬

の
最
大
積
雪
量
が
分
か
る
の
だ
と
い
い

ま
す
。
し
か
し
一
方
で
は
、
３
か
月
雪

に
埋
ま
っ
て
い
た
卵
で
も
ほ
ぼ
す
べ
て

ふ
化
し
、
雪
に
埋
も
れ
て
い
な
い
場
合

と
変
わ
ら
な
い
と
い
う
反
論
も
あ
り
ま

す
。

　
果
た
し
て
カ
マ
キ
リ
の
雪
予
想
は
正

し
い
の
で
し
ょ
う
か
？

　
平
成
19
年
か
ら
20
年
に
か
け
て
、

キ
�
ロ
ロ
に
隣
接
す
る
キ
�
ロ
ロ
の
森

（
バ
ー
ド
ピ
ア
須
山
）
で
調
査
し
た
結

果
、
オ
オ
カ
マ
キ
リ
の
卵
は
９
割
近
く

が
雪
に
埋
ま
り
ま
し
た
が
、
卵
の
多
く

は
春
に
無
事
ふ
化
し
た
一
方
、
埋
ま
ら

な
か
っ
た
卵
の
多
く
は
鳥
に
食
べ
ら
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
結
果
か
ら
、

カ
マ
キ
リ
の
卵
に
と
っ
て
は
、
む
し
ろ

雪
に
埋
ま
っ
た
方
が
い
い
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

■
問
合
せ
　
キ
�
ロ
ロ
　

　
　
　
　
　
☎
５
９
５

�

８
３
１
１

オオカマキリの卵

真冬から春にかけて促成栽培される山菜の王様「タラの芽」。
　　　　　　　　　　一足早い春の香りが口いっぱいに広がります。

　真冬の１月から春の４月にかけ、山菜の王様「タラの芽」

をはじめ、ふきのとう・こごみ・うるいなどの山菜が市内

で促成栽培されています。

　左の写真は船坂生産組合で促成栽培しているタラの芽で

す。畑でタラの木を育て、秋に穂木を伐採し、10㎝ほど

の駒木にしてミネラルの多い地下水で育てます。熱線で加

温し、人工的に春をつくると芽が出ます。

　山の芽吹きより一足早く、春の香りが味わえます。

〈収穫時期〉１月〜４月

〈おいしい食べ方〉天ぷら、ごまあえなど

●問合せ　農林課農業企画係　☎757-3120

す
。
連
携
型
で
魅
力
あ
る
学
校
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。

　︻
松
代
中
学
校
区
︼
現
状
で
は
連

携
型
と
な
り
ま
す
が
、
松
代
小
学

校
の
校
舎
改
築
に
伴
い
、
学
校
が

統
合
す
る
場
合
は
併
設
型
も
見
込

ま
れ
ま
す
。

Ｑ
２
　
い
じ
め
や
不
登
校
は
減
少
し

ま
す
か
。

Ａ
　
県
外
の
実
践
校
で
は
、
小
学
校

間
や
小
・
中
学
校
間
で
多
様
な
交

流
や
乗
り
入
れ
授
業
な
ど
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
多
様
な
交
流
は
、

い
じ
め
・
不
登
校
や
中
１
ギ
�
ッ

プ
の
解
消
、
コ
ミ
�
ニ
ケ
ー
シ
�

ン
能
力
の
向
上
な
ど
社
会
性
の
育

成
に
も
大
き
な
効
果
が
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
小
中
一
貫
教
育
は

特
効
薬
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
中
学
校
区
に
適
し
た
活

動
を
と
お
し
て
、
い
じ
め
・
不
登

校
の
減
少
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
１
　
モ
デ
ル
中
学
校
区
は
ど
の
よ

う
に
選
ん
だ
の
で
す
か
。

Ａ
　
市
内
の
学
校
の
立
地
や
教
育
環

境
な
ど
を
基
に
、
４
中
学
校
区
を

選
び
、
各
中
学
校
区
の
関
係
者
に

説
明
し
、
了
解
を
得
た
中
で
指
定

し
ま
し
た
。

　︻
下
条
中
学
校
区
︼
中
学
校
と
小

学
校
が
隣
接
し
た
敷
地
内
に
あ
り

ま
す
。
小
学
校
の
改
築
工
事
に
伴

い
、
中
学
校
に
つ
な
が
る
校
舎
を

造
る
予
定
で
す
。
併
設
型
の
モ
デ

ル
で
す
。

　︻
川
西
中
学
校
区
︼
千
手
・
上
野
・

橘
の
３
小
学
校
と
、
川
西
中
学
校

と
の
連
携
型
で
す
。
市
内
の
ほ
と

ん
ど
の
中
学
校
区
の
モ
デ
ル
と
な

り
ま
す
。

　︻
中
里
中
学
校
区
︼
県
立
津
南
中

等
教
育
学
校
に
隣
接
し
て
い
る
た

め
、
中
里
中
学
校
で
は
、
生
徒
数

の
維
持
に
影
響
を
受
け
て
い
ま

その２

　
教
育
委
員
会
で
は
、
小
中
一
貫
教
育
の
導
入
を
進
め
て
い
ま
す
。
４
回
シ

リ
ー
ズ
で
十
日
町
市
が
進
め
る
﹁
小
中
一
貫
教
育
﹂
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

■
問
合
せ
　
学
校
教
育
課
　
☎
７
５
７
―
３
３
３
６

Ｑ
＆Ａ

小
中
一
貫
教
育

Ｑ
＆Ａ
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第23回 雪原カーニバルなかさと2011

　市営の清田山キャンプ場を有する

清田山集落。同集落の山田恵子さん

は、集落で唯一“出
で

機
ばた

”を行ってい

ます。山田さんの機織り歴は約35

年。結婚して同集落に来る前から、

別の手法の機織りを仕事にしていた

そうです。当時は５軒ほどあった出

機の家も、今では山田さん１軒になりました。

　この日は、白や薄黄色の生地に紫色の花などの柄

が織り込まれた、清涼感のある反物の製作中。根を

詰めず家事の合間に行い、３、４日で１反（約９m）

を完成させます。その間約33,700回、踏み板を踏

むそうです。山田さんは、「機織りは自分のペース

でできるところ

がいいですね。

仕事があるうち

は続けていきた

いです」と話し

ていました。

に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
紹
介
す
る
の
は
、
そ
の
ホ
ヤ
と

は
少
し
性
格
が
違
う
、
ホ
ザ
キ
ヤ
ド
リ

ギ
と
い
う
穂
の
よ
う
に
咲
く
も
の
で

す
。
こ
れ
は
普
通
の
ヤ
ド
リ
ギ
の
よ
う

に
常
緑
で
は
な
く
、
秋
に
は
葉
を
落
と

し
て
黄
金
色
の
実
だ
け
に
な
り
ま
す
。

そ
の
実
も
風
や
雪
で
落
ち
て
枝
だ

け
と
な
り
、
翌
年
の
春
に
ま
た
芽

を
吹
き
ま
す
。
雪
の
降
り
そ
う
な

季
節
に
山
に
入
ら
な
い
と
見
ら
れ

な
い
の
で
、
知
ら
な
い
人
も
多
い

で
す
。
私
は
若
い
こ
ろ
か
ら
関
心

が
あ
り
、
危
険
を
冒
し
て
採
取
し

た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
写
真
の
も
の
は

実
の
多
く
が
と
れ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
最
盛
期
に
は
す
ば
ら
し
い
景
観
を

成
し
て
い
た
と
想
像
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

　
　
　
　
（
文
と
写
真　

高
橋
八
十
八
）

　

子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
、
冬
の
裸
同
然

の
木
に
、
鳥
の
巣
か
と
思
う
よ
う
な
か

た
ま
り
が
あ
る
の
を
見
て
は
、「
あ
れ

は
ホ
ヤ
だ
」
と
思
っ
て

き
ま
し
た
。
正
式
に
は

ヤ
ド
リ
ギ
と
い
う
寄
生

植
物
で
、
ブ
ナ
な
ど
の

枝
に
寄
生
し
て
養
分
を

吸
い
な
が
ら
、
自
分
で

も
常
緑
の
葉
で
光
合
成

を
し
ま
す
。『
万
葉
集
』
の
大お

お
と
も
の
や
か
も
ち

伴
家
持

が
詠
ん
だ
歌
〝
あ
し
ひ
き
の
山
の
木
ぬ

れ
の
寄
生
（
ほ
よ
）
と
り
て　

か
ざ
し

つ
ら
く
は　

千
年
ほ
く
と
ぞ
〞
の
「
ほ

よ
」
か
ら
「
ホ
ヤ
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う

　
１
月
30
日
㈰
、
松
代
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
コ
ー
ス
を

会
場
に
、「
上
石
巌
記
念
第
25
回
ま
つ

だ
い
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
大

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
上
・
中
越

の
小
・
中
学
校
や
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
か
ら
、

42
校
４
８
０
人
の
選
手
が
参
加
。
一
日

中
降
り
続
く
大
雪
の
中
、
白
熱
し
た

レ
ー
ス
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、
一

生
懸
命
頑
張
る
子
ど
も
た
ち
の
姿
に
、

詰
め
か
け
た
観
客
か
ら
は
力
の
入
っ
た

声
援
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
優
勝
者
は
次

の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

◆
中
学
生
男
子
１
年
の
部

：

上
村
倭
人

（
大
和
中
）
◆
中
学
生
男
子
２
・
３
年

の
部

：

飯
塚
大
輔
（
南
魚
沼
Ｊ
Ｒ
Ｃ
）

◆
中
学
生
女
子
１
年
の
部

：

大
熊
百
合

菜
（
吉
田
中
）
◆
中
学
生
女
子
２
・
３

年
の
部

：

齋
木
花
音
（
吉
田
中
）
◆
小

学
生
男
子
４
年
の
部

：

小
野
塚
光
星

（
吉
田
小
）
◆
小
学
生
男
子
５
・
６
年

の
部

：

佐
藤
寛
（
吉
田
小
）
◆
小
学
生

女
子
４
年
の
部

：

丸
山
来
夢（
吉
田
小
）

◆
小
学
生
女
子
５
・
６
年
の
部

：

畔
上

紗
英
（
妙
高
高
原
Jr
）

声
援
を
力
に
進
め
！

良い年になりますように
　五穀豊穣や無病息災を願う伝統行事

の賽
さい

の神。莇平集落では、１月16日㈰、

明
あ さ っ て

後日新聞本社脇の広場を会場に、集落

の皆さんと明後日新聞社文化事業部の学

生たちで盛大に行われました。全員で協

力して竹とわらで大きな賽の神を作り、

お祈りをしてから点火。朝から降ってい

た雪も小降りになり、炎が勢いよく燃え

上がりました。賽の神を囲んでお神酒を

飲んだり、さおにつるしたスルメやもち

を焼いたりして、会場にはにぎやかな笑

い声が響きわたりました。

元
気
が
イ
チ
バ
ン
！
健
康
を
祈
っ
て

伝
統
体
験
ま
ゆ
玉
づ
く
り

　１月26日㈬、貝野小学校で恒例の「まゆ玉

づくり」が行われました。まゆ玉はだんご飾り

とも呼ばれ、豊作や健康を祈って作る米粉のだ

んごのこと。同小学校では毎年、地域の皆さん

とまゆ玉づくりを行っていて、今年も３人が講

師として招かれました。今年で６回目というこ

とで、高学年の児童たちがリーダーとなり順調

に作業を進行。小分けにした米粉のかたまりを、

今年の干
え

支
と

のウサギや雪だるまなど、思い思い

に形作りました。ゆでたまゆ玉は、ミズキとい

う木の枝先に飾られ、教室と玄関に約１か月に

わたって飾られます。

　３月12日㈯、なかさと清津スキー場で「雪原

カーニバルなかさと」を開催します。今年も約２

万本のキャンドルをゲレンデに設置予定。キャン

ドル点灯はどなたでも参加できます。大切な人と

思いを込めてキャンドルをともしませんか。

◆主なイベントスケジュール

　午前10時〜　スノーチュービング

　午前11時30分〜　食ののれん街オープン

　午後１時30分〜　雪上ドッチビー大会

　午後６時〜　スノーキャンドル点灯

　午後８時〜　SETSUGEN福まき

　簡単な作業なので、仲間同士で談笑しながら気軽に作れます。１つ作るだけでも
かまいません。ぜひ多くの皆さんからのご協力をお願いします。
◆日時：２月28日㈪〜３月４日㈮　午前９時〜午後８時　※作業時間は自由
◆会場：中里支所　◆作業内容：テープとカッターを使い、紙コップを細工します
※道具類はすべて用意します。申込みは不要です
◆問合せ：雪原カーニバルなかさと実行委員会
　　　　　（中里支所地域振興課内）☎763-2511

キャンドル用カップ作成ボランティア募集
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ザ
キ
ヤ
ド
リ
ギ
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問合せ

68

社会に貢献できる自分を目指して

健康支援課成人保健係
TEL757-9764

雪国観光圏「スノーカントリーフェスティバル」

各
種
健
（
検
）
診
の
申
込
み
が
始
ま
り
ま
す

　
２
月
末
に
各
世
帯
へ
「
平
成
23

年
度
各
種
検
診
申
込
書
」
を
配
布

し
ま
す
。
こ
れ
は
、
市
の
検
診
の

申
込
書
で
あ
る
と
と
も
に
、
皆
さ

ん
の
受
診
状
況
を
把
握
す
る
大
切

な
調
査
で
す
。
受
診
希
望
の
有
無

に
か
か
わ
ら
ず
、
３
月
８
日
㈫
ま

で
に
、
市
政
事
務
嘱
託
員
な
ど
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
各
種
検
診
の
内
容
や
申
込
書
の

記
入
方
法
は
、
申
込
書
に
同
封
す

る
案
内
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
・
各
種

が
ん
検
診
な
ど
の
申
込
み

「
特
定
健
康
診
査
」
を
各
医
療
保

険
者
（
国
保
、
協
会
け
ん
ぽ
、
共

済
組
合
な
ど
）
が
実
施
し
ま
す
の

で
、
申
込
み
の
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。
加
入
す
る
被
保
険
者
の
職
場

な
ど
か
ら
、
健
診
会
場
・
検
査
項

目
・
受
診
料
金
が
示
さ
れ
ま
す
の

で
、
確
認
の
う
え
、
適
切
に
健
診

を
受
け
ま
し
ょ
う
（
医
療
保
険
者

に
よ
っ
て
は
、
市
の
住
民
健
診
会

場
で
受
診
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
）。

②
16
〜
39
歳
の
人
・
75
歳
以
上
の
人

　
健
康
診
査
（
住
民
健
診
）
を
希

望
す
る
人
は
、
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

　
ど
の
医
療
保
険
の
人
で
も
、
対

象
者
は
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
希
望
す
る
人
は
、
申
込
書
に

同
封
す
る
案
内
を
よ
く
読
ん
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

健
康
診
査
（
住
民
健
診
）
の
申

込
み

①
40
〜
74
歳
の
人

　
生
活
習
慣
病
予
防
を
目
的
に
、

心
電
図
検
査
・
眼
底
検
査
を
有

料
で
実
施
し
ま
す

　
平
成
23
年
度
の
健
康
診
査
（
住

民
健
診
）
で
は
、
希
望
す
る
人
に

心
電
図
検
査
と
眼
底
検
査
を
有
料

で
実
施
し
ま
す
。
市
の
健
康
診
査

を
受
け
る
際
に
、
検
査
の
希
望
を

確
認
し
ま
す
の
で
、
当
日
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。

検査項目 心電図検査 眼底検査

受診料金 1,000円 500円

注意事項

○年齢・保険の種類にかかわらず、希

望する人は受けることができます。

○健康診査（住民健診）を受けずに、

心電図検査・眼底検査だけを受ける

ことはできません。

○料金の免除はありません。

　３県７市町村からなる雪国観光圏では、雪国

ならではの数々の冬のイベントが連携して、世

界最大級の雪まつり「スノーカントリーフェス

ティバル」と題してPRしています。スノーカ

ントリーフェスティバルを特集した無料情報誌

「Snow Country Freak（スノーカントリーフ

リーク）」を市関連施設や観光施設などに設置

していますので、ぜひご覧ください。

■参画イベントの数々 

　スノーカントリーフェスティバルは、１月６

日の婿の胴上げ（南魚沼市）を皮切りに、３月

19〜21日のみなかみスノーフェスティバル（群

馬県みなかみ町）までの約２か月半にわたって

25のイベントが行われます。

　市内からも、節季市や大白倉のバイトウ、

むこ投げ・すみ塗り、十日町雪まつり、豪雪

JAM、越後妻有 雪アートプロジェクト、か

わにし雪まつり、雪原カーニバルなかさと、

越後まつだい冬の陣が参画しています。 

■美しい雪国の景観をいつまでも

　スノーカントリーフェスティバルには、環

境を守り、後世に雪国の美しい景観を残そう

という共通の思いがあります。JR東日本と

のコラボレーションによる「里山キャンドル

プロジェクト」を展開し、エコ食器利用の取

組みも進めています。

野村　晴悠
　　　　ちゃん

のむら　はるひさちゃん
平成20年６月24日生まれ
稲荷町３本通り　（写真左）

　ママが大好きなはるひさちゃんのライバルは、しょう
せいお兄ちゃん。お兄ちゃんが幼稚園から帰ってくるとバ
トルが始まります。いつもお兄ちゃんのまねをしていたら、
字が読めたり数字が言えたりするようになってきました。

　
生
ま
れ
育
っ
た
十
日
町
市
で
暮
ら
す
の
が
希
望

で
、
就
職
し
て
2
年
目
で
す
。
官
庁
の
住
民
情
報

管
理
シ
ス
テ
ム
の
住
民
記
録
を
担
当
し
て
い
ま

す
。
情
報
処
理
は
入
社
し
て
か
ら
初
め
て
学
ん
だ

の
で
、
い
ま
だ
に
四
苦
八
苦
し
て
い
ま
す
が
、
先

輩
や
上
司
の
丁
寧
な
指
導
の
お
か
げ
で
頑
張
っ
て

い
ま
す
。
う
ま
く
稼
働
し
な
か
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
ス
ム
ー
ズ
に
動
い
た
と
き
な
ど
は
、
と
て
も
う

れ
し
い
で
す
。
仕
事
に
関
す
る
知
識
が
増
え
る
に

つ
れ
、
こ
の
仕
事
を
選
ん
で
良
か
っ
た
と
思
っ
て

い
ま
す
。
会
社
に
も
、
十
日
町
市
に
も
貢
献
で
き

る
よ
う
な
人
材
に
な
る
の
が
目
標
で
す
。

　
ド
ラ
イ
ブ
が
好
き
で
、
休
日
は
自
分
の
運
転
で

友
人
と
買
い
物
な
ど
に
出
か
け
ま
す
。
愛
犬
を
連

れ
て
、
県
外
の
ド
ッ
グ
ラ
ン
（
犬
の
散
歩
場
）
な

ど
に
行
く
の
も
楽
し
い
で
す
ね
。
今
は
雪
が
多
く

て
出
か
け
に
く
い
の
で
、
春
が
来
る
の
を
心
待
ち

に
し
て
い
ま
す
。
　

先月の坂井昌宏さんからのバトンタッチ。

南雲　美佳 さん
1989年生

㈱オスポック勤務

　太田　晃
　　　　ちゃん

おおた　あきちゃん
平成19年２月９日生まれ
下川原町　　　（写真右）

　２つ離れた弟の公（きみ）ちゃんと、本を読ん
だり、歌ったり、双子のように二人でおんなじこ
とをします。ドイツにいるパパと電話で話せるよ
うに、兄弟でドイツ語の練習を頑張っています。

《
健
康
に
つ
い
て
、
日
ご
ろ
か
ら
家
族
で
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
！！
》
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地元の達人から　わら草履作りを学ぶ

宝
ほう

木
き

塚
づか

・十日町（冬）体験交流会

　１月29日㈯・30日㈰の２日間、東京都葛飾区宝木塚
小学校の児童たち約70人が十日町市を訪れ、スキー体
験をとおして地元の子どもたちと冬の交流を行いまし
た。今回で９回目となる冬の交流会。会場の松之山温泉
スキー場では、初日は好天のもと、思う存分スキーを楽
しみました。２日目は大雪の中でのスキー体験となりま
したが、それでも子どもたちは元気いっぱいに、慣れな
い雪の感触をたん能していました。スキーの後も疲れを
見せず、宿舎での交流も盛り上がっていました。

　１月30日㈰、森の学校キョロロで、「わら草履作り」の体験イ
ベントが行われました。地域に伝わる伝統行事やもの作りを体験
するもので、今回は地元のわら草履作りの達人の吉川スガさん（下
川手・75歳）を講師に開催。わらを木づちでたたいて柔らかくし
た後、「のめし」と呼ばれる道具にわらひもをかけ、わらを編み
込んでいきました。参加した玉田美智子さん（下川手）は、「わ
ら草履は足の健康に良いと聞き、参加しました」と話し、ほかの
参加者からも、裸足で履くととても気持ちが良いとの声があがっ
ていました。難しい点は吉川さんに細かく教わりながら、好みの
鼻緒やさまざまな大きさでわら草履を作りました。

　

漫
画
タ
イ
ガ
ー
マ
ス
ク
の
主
人
公
「
伊

達
直
人
」
を
名
乗
る
人
か
ら
、
全
国
各
地

の
児
童
施
設
な
ど
に
贈
り
物
が
届
い
て
い

る
中
、１
月
12
日
㈬
、十
日
町
市
に
も
「
十

日
町
の
伊
達
直
人
」
の
名
で
、
現
金
２
万

円
が
同
封
さ
れ
た
市
長
へ
の
便
り
が
届
き

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
14
日
㈮
に
も
、
現
金

１
万
円
が
同
封
さ
れ
た
同
様
の
手
紙
や
約

３
万
円
が
入
っ
た
貯
金
箱
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。
市
で
は
、
善
意
の
寄
付
と
し
て
、

福
祉
面
な
ど
に
活
用
す
る
予
定
で
す
。

タ
イ
ガ
ー
マ
ス
ク
運
動
広
が
る

十
日
町
ラ
ー
メ
ン
博
開
催
！

　
最
近
、
市
内
に
は
食
べ
歩
き
が
で
き

る
ほ
ど
ラ
ー
メ
ン
店
が
増
え
ま
し
た
。

今
や
国
民
食
と
言
わ
れ
る
〝
ラ
ー
メ

ン
〟。
ご
当
地
ラ
ー
メ
ン
を
目
当
て
に

遠
方
へ
出
か
け
る
人
も
多
く
、
隣
接
す

る
小
千
谷
市
の
ラ
ー
メ
ン
店
で
は
、
市

内
よ
り
市
外
か
ら
の
お
客
さ
ん
が
多
い

そ
う
で
す
。
し
か
し
、〝
そ
ば
〟
が
有

名
な
十
日
町
市
で
は
、
そ
ば
を
目
的
に

当
市
を
訪
れ
る
人
や
、「
せ
っ
か
く
十

日
町
市
に
来
た
の
だ
か
ら
」
と
そ
ば
を

食
べ
る
人
が
多
い
よ
う
で
す
。

　
そ
こ
で
、
十
日
町
市
の
ラ
ー
メ
ン
の

知
名
度
を
上
げ
る
た
め
、
昨
年
11
月
に

市
内
９
店
舗
の
ラ
ー
メ
ン
店
主
が
集
ま

り
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
ま
ず

は
市
内
の
人
に
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、

21
店
舗
が
参
加
す
る
『
十
日
町
ラ
ー
メ

ン
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
』
を
企
画
し
、
２

月
末
ま
で
実
施
中
。
詳
し
く
は
、
十
日

町
ラ
ー
メ
ン
会
十
達
代
表
の
板
場
さ
ん

へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
今
回
の
ラ
ー
メ
ン
博
で
は
、
市
外
の

人
に
も
十
日
町
市
の
ラ
ー
メ
ン
店
と
地

元
食
材
の
魅
力
を
広
め
る
た
め
、
ブ
ラ

ン
ド
豚
で
あ
る
妻
有
ポ
ー
ク
の
チ
�
ー

シ
�
ー
な
ど
、
地
元
食
材
を
使
っ
た
ラ

ー
メ
ン
を
提
供
し
ま
す
。
市
も
農
商
工

連
携
支
援
事
業
と
し
て
、
地
元
食
材
を

使
う
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
支
援
し
ま
す
。

　ラーメン博には５店舗が参加

し、地元食材を使ったラーメンを

提供します。なるべくお店で食べ

るのと同じ味になるように１杯１

杯丁寧に作り、“また食べたい”

とお店にも足を運んでもらえたら

いいですね。私たちも楽しみにし

ているのが、妻有ポークを使った

チャーシュー。５店舗それぞれで

作り方も使う部位も違うので、お

店によってさまざまな味が楽しめ

ると思います。２日間限定なので、

ぜひ味わってみてください。１人

でも多くの人が喜ぶラーメンを作

りたいですね。

十日町ラーメン会
十達代表

板場　克也さん

　　　      （48歳）

☎757-0398
（手打ちラーメン万太郎）

　市の６次産業振興事業と「十日町市を有名にし隊『ごっ

たく』」の活動の中で生まれた『十日町ホワイトラーメン』。

スープは十日町産魚沼コシヒカ

リの米粉と濃厚豆乳で作ったあ

んかけ風で、極太エリンギや妻

有ポークチャーシューなど地元

食材をトッピング。ラーメン博

でぜひ試食してください。

新ご当地ラーメン誕生?! ◇日時
　２月19日㈯
　　　　午前10時～午後７時
　　　20日㈰
　　　　午前10時～午後５時
　  ※両日ともスープがなくなり次第終了

◇会場：キナーレ
◇全店ラーメン１杯500円
　当日は、出店各店のラーメンが500円
になるチケット（有効期限：２月21日㈪
〜３月31日㈭）を配布します。

らーめんあずまや
十日町店

焼きアゴ正
油ラーメン

とんこつ小
川

鶏とんこつ
パイタン

らーめん大
輝

とんこつ正
油らーめん

手打ちラー
メン万太郎

背油煮干
ラーメン

つけ麺酒家SAK
URA

熱盛特製
つけ麺
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　このコーナーは、まちの話題や活
動などを紹介しています。情報があ
りましたら、企画政策課広報広聴係
（☎757─3112）へ、気軽にお寄せく
ださい。
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▼
市
報
１
月
10
日
号
で
掲
載
し
た
ク
ロ
ス

ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
に
は
、
た
く
さ
ん
の
皆
さ

ん
か
ら
応
募
し
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
見
事
当
選
し
た
人
に

は
、
そ
ろ
そ
ろ
賞
品
が
お
手
元
に
届
く
こ

ろ
と
思
い
ま
す
。

▼
同
僚
と
い
っ
し
ょ
に
慣
れ
な
い
ク
イ
ズ

作
り
に
悪
戦
苦
闘
し
ま
し
た
（
笑
）。
し

か
し
こ
の
企
画
、
何
よ
り
う
れ
し
か
っ
た

の
は
、
思
い
の
ほ
か
多
く
の
人
が
応
募

は
が
き
に
一
言
添
え
て
く
れ
た
こ
と
で

す
。
市
報
へ
の
感
想
や
次
の
ク
イ
ズ
の
要

望
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
、
中
に
は
上
手
な
イ

ラ
ス
ト
を
描
い
た
も
の
や
手
作
り
の
ハ
ガ

キ
で
送
っ
て
く
れ
た
人
も
い
ま
し
た
。
久

し
ぶ
り
の
温
か
い
気
持
ち
に
励
ま
さ
れ
、

ち
ょ
っ
と
遅
め
の
お

年
玉
を
も
ら
っ
た
気

分
で
し
た
。

▼
連
日
の
雪
で
、
屋
根
に
て
ん
こ
盛
り
で

雪
が
積
も
っ
て
い
ま
す
。
ど
こ
の
家
で
も

雪
お
ろ
し
に
大
変
な
苦
労
を
さ
れ
て
い
る

と
思
い
ま
す
が
、
ど
こ
ま
で
が
屋
根
か
よ

く
わ
か
ら
な
い
状
態
で
雪
を
落
と
す
の
っ

て
怖
い
で
す
よ
ね
。
高
い
と
こ
ろ
が
苦
手

な
私
に
と
っ
て
は
な
お
さ
ら
で
す
。

▼
雪
道
で
の
運
転
は
危
険
が
い
っ
ぱ
い
で

す
。
滑
り
や
す
く
な
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、

積
も
っ
た
雪
に
ハ
ン
ド
ル
を
と
ら
れ
る
こ

と
も
あ
り
、
私
も
数
回
ス
リ
ッ
プ
し
そ
う

に
な
り
ま
し
た
。
自
分
で
は
路
面
に
合
わ

せ
て
ス
ピ
ー
ド
を
抑
え
て
い
る
つ
も
り
で

も
、
ヒ
ヤ
っ
と
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

気
を
付
け
て
運
転
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
う
そ
う
、
道
路
脇
に
人
が
い
た
ら
ス

ピ
ー
ド
を
抑
え
て
、
シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト
状
の

雪
を
か
け
な
い
よ
う

に
す
る
な
ん
て
常
識

で
す
よ
ね
。

(ふ) (上)
※市では広告を募集しています。詳しくは広報広聴係まで

広告掲載

　
農
家
の
お
母
さ
ん
が
地
場
産
の

手
作
り
み
そ
加
工
を
教
え
ま
す
。

●
日
時
＝
３
月
11
日
㈮
午
後
１
時

　
健
や
か
な
赤
ち
ゃ
ん
を
産
み
、

育
て
て
い
く
た
め
の
教
室
で
す
。

●
日
時
＝
３
月
４
日
㈮
・
18
日
㈮

午
後
１
時
15
分
〜
３
時
30
分
●
会

場
＝
十
日
町
保
健
セ
ン
タ
ー
（
市

役
所
隣
）
●
対
象
＝
妊
婦
さ
ん
と

家
族
（
初
日
は
パ
パ
も
ぜ
ひ
参
加

し
て
く
だ
さ
い
）
●
参
加
費
＝
無

料
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
２
月
25

日
㈮
ま
で
に
健
康
支
援
課
母
子
保

健
係
（
☎
７
５
７
―
９
７
５
９
）

　
最
新
災
害
食
の
試
食
も
で
き
ま

す
。
●
日
時
＝
３
月
１
日
㈫
午
後

１
時
30
分
〜
（
開
場
１
時
）
●
会

場
＝
中
央
公
民
館
●
参
加
費
＝
無

料
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
２
月
25

日
㈮
ま
で
に
市
民
生
活
課
交
通
生

活
係
（
☎
７
５
７
―
３
７
４
０
）

●
日
時
＝
２
月
12
日
㈯
〜
３
月
26

日
㈯
ま
で
の
土
曜
日
（
全
７
回
）

午
前
８
時
30
分
〜
9
時
30
分
●
対

象
＝
大
人
●
参
加
費
＝
４
、
０
０

０
円
（
３
回
）、６
、４
０
０
円
（
７

回
）
●
定
員
＝
30
人
●
会
場
・
申

込
み
・
問
合
せ
＝
十
日
町
体
力
づ

●
日
時
＝
２
月
20
日
㈰
午
前
10
時

〜
午
後
１
時
30
分
（
受
付
開
始
９

時
）
●
会
場
＝
つ
ま
り
広
場
（
川

治
地
内
）
●
参
加
費
＝
犬
１
頭
に

つ
き
１
、
０
０
０
円
●
問
合
せ
＝

十
日
町
保
健
所
衛
生
環
境
課
（
☎

７
５
７
―
２
７
０
７
）

30
分
〜
３
時
・
12
日
㈯
午
前
９
時

30
分
〜
10
時
30
分
・
13
日
㈰
午
前

９
時
〜
正
午
※
で
き
る
限
り
３
日

間
続
け
て
参
加
し
て
く
だ
さ
い

（
１
日
だ
け
の
参
加
も
可
）
●
会

場
＝
四
季
彩
館
え
ぷ
ろ
ん
（
Ｊ
Ａ

十
日
町
本
店
敷
地
内
）
●
参
加
費

＝
２
、
５
０
０
円
（
材
料
費
）
※

み
そ
５
㎏
持
ち
帰
り
●
定
員
＝
先

着
20
人
●
講
師
＝
農
村
地
域
生
活

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
か
た
く
り
の
会
●

持
ち
物
＝
エ
プ
ロ
ン
、三
角
き
ん
、

マ
ス
ク
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
２

月
25
日
㈮
ま
で
に
農
林
課
農
業
企

画
係
（
☎
７
５
７
―
３
１
２
０
）

●
日
時
＝
２
月
26
日
㈯
午
後
１
時

時
〜
４
時
30
分
（
受
付
開
始
０
時

30
分
※
当
日
申
込
み
可
）
●
会
場

＝
ク
ロ
ス
10
●
参
加
費
＝
大
人
７

　
治
水
・
利
水
対
策
の
検
討
内
容

に
つ
い
て
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見

を
伺
い
ま
す
。
●
日
時
＝
２
月
22

日
㈫
午
後
２
時
〜
５
時
（
受
付
開

始
１
時
45
分
）
●
会
場
＝
市
役
所

本
庁
●
入
場
料
＝
無
料
●
定
員
＝

先
着
20
人
●
問
合
せ
＝
十
日
町
地

域
振
興
局
地
域
整
備
部
計
画
調
整

課
（
☎
７
５
７
―
５
４
０
８
）

【
友
禅
教
室
】
●
日
時
＝
２
月
18

日
㈮
・
25
日
㈮
午
後
１
時
〜
３
時

●
参
加
費
＝
５
０
０
円
（
材
料
費

別
）【
機
織
教
室
】
●
日
時
＝
２

月
14
日
㈪
・
21
日
㈪
・
28
日
㈪
午

後
１
時
30
分
〜
３
時
●
参
加
費
＝

８
０
０
円
（
材
料
費
込
み
）
●
定

員
＝
８
人
【
着
付
け
教
室
】
●
日

時
＝
２
・
３
月
の
毎
週
木
曜
日
午

後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分
●
参
加

費
＝
１
回
５
０
０
円
※
き
も
の
一

式
持
参
（
有
料
貸
出
あ
り
）
●
定

員
＝
10
人
●
会
場
・
申
込
み
・
問

合
せ
＝
キ
ナ
ー
レ
（
☎
７
５
２
―

０
１
１
７
）

　
未
就
園
児
対
象
の
『
英
語
で
あ

そ
ぼ
』
と
『
親
子
で
リ
ズ
ム
』
で

す
。
親
子
で
英
会
話
を
し
て
楽
し

く
体
を
動
か
し
ま
す
。
●
日
時
＝

２
月
17
日
㈭
午
前
10
時
45
分
〜
11

時
45
分
●
会
場
＝
中
央
公
民
館
●

参
加
費
＝
２
回
目
ま
で
無
料
、
３

回
目
か
ら
２
０
０
円
●
持
ち
物
＝

着
替
え
、
飲
み
物
●
問
合
せ
＝
十

日
町
お
や
こ
劇
場
事
務
局
（
加
賀

書
院
内
☎
７
５
２
―
２
１
１
４
）

　
１
月
に
引
き
続
き「
旅
」を
テ
ー

マ
に
し
ま
す
。「
旅
」
に
関
す
る

本
な
ど
を
持
参
し
て
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。
本
の
感
想
や
魅
力
に
つ

い
て
じ
っ
く
り
語
り
合
い
ま
し
ょ

う
。
●
日
時
＝
２
月
22
日
㈫
午
前

10
時
〜
正
午
●
参
加
費
＝
無
料
●

会
場
・
問
合
せ
＝
情
報
館
（
☎
７

５
０
―
５
１
０
０
）

０
０
円
、
高
校
生
以
下
無
料
●
申

込
み
・
問
合
せ
＝
２
月
21
日
㈪
ま

で
に
万
葉
の
会
（
北
越
保
育
園
内

☎
７
５
７
―
３
８
６
０
）

く
り
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
７
５
８

―
３
３
４
３
）

手
作
り
み
そ
体
験
教
室

認
知
症
予
防
講
演
会

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

読
書
サ
ロ
ン
第
３
弾

百
人
一
首
を
楽
し
む
会

肝
疾
患
の
相
談
を
受
け
ま
す

太
極
拳
講
習
会

田
川
・
晒
川
流
域
懇
談
会

わ
ん
わ
ん
運
動
会
in
雪
ま
つ
り

ハ
ロ
ー
パ
パ
マ
マ
学
級

講
演
会
「
あ
な
た
は
ど
う
備

え
る
？
災
害
時
の
食
事
」

キ
ナ
ー
レ
体
験
工
房
館

各
種
教
室
の
お
知
ら
せ

十
日
町
お
や
こ
劇
場

わ
く
わ
く
キ
ッ
ズ

　
市
内
小
・
中
学
校
（
指
定
校
）

の
体
育
館
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
を

主
に
夜
の
時
間
帯
、
ス
ポ
ー
ツ
活

動
の
た
め
に
開
放
し
ま
す
。
使
用

料
が
必
要
で
す
。
●
申
込
み
・
問

合
せ
＝
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
☎
７

５
２
―
４
３
７
７
）ま
た
は
川
西
・

　
相
談
員
が
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
の

早
期
発
見
・
治
療
、
医
療
費
の

助
成
制
度
に
つ
い
て
、
電
話
や

F
A
X
で
相
談
を
受
け
付
け
ま

す
。
●
相
談
時
間
＝
平
日
午
前
10

時
〜
午
後
４
時
●
相
談
・
問
合
せ

＝
新
潟
大
学
医
歯
学
総
合
病
院
肝

疾
患
相
談
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
２
５

―
２
２
３
―
６
１
９
２
、
F
A
X

０
２
５
―
２
２
３
―
６
１
９
３
）

　
２
月
１
日
か
ら
の
証
明
書
自
動

交
付
機
の
稼
働
に
伴
い
、
本
庁
の

休
日
証
明
発
行
窓
口
で
は
、
住
民

票
記
載
事
項
証
明
書
、
外
国
人
記

載
事
項
証
明
書
、
合
併
証
明
書
の

発
行
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
ご

不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理

物　　　件 間 取 り 家 賃（月） 戸数

十
日
町
地
域

谷内丑住宅
（世帯用）

平成元年度建築鉄筋
コンクリート造３階建

６帖２室、
4.5帖１室、DK

18,000円　
〜26,800円

１戸

田川住宅
（世帯用）

昭和53年度建築鉄筋
コンクリート造３階建

６帖２室、
4.5帖１室、DK

14,800円　
〜22,000円

１戸

県営黒沢住宅
（単身入居可）

昭和46年度建築
簡易耐火造２階建

６帖１室、
３帖１室、DK

8,900円　
〜13,200円

１戸

松
代
地
域

善宗塚住宅
（世帯用）

昭和52年度建築
簡易耐火造３階建

６帖１室、
4.5帖２室、DK

12,000円　
〜17,900円

１戸

下町第２住宅
（世帯用）

平成８年度建築
木造高床３階建

７帖１室、６帖１室、
LDK（ロフト付）

50,000円 １戸

松
之
山
地
域

松之山第１住宅
（世帯用）

昭和55年度建築
簡易耐火造３階建

６帖３室、K
14,800円　
〜22,000円

１戸

湯山団地
（世帯用）

平成10年度建築
木造高床３階建

８帖１室、
６帖２室、DK

50,000円 ２戸

松之山第２住宅
（世帯用）

平成８年度建築
木造高床３階建

６帖２室、
4.5帖１室、LDK

38,000円 １戸

寄付ありがとう １月25日届出分まで
　　　　　　（敬称略）

●とおかまち応援寄附金へ＝小幡和徳（千葉県佐
　倉市）小池俊夫（新潟市）市嶋朋子（東京都江
　戸川区）池毅彦（福岡県福岡市）宮崎大地（埼
　玉県さいたま市）水野良昭（東京都武蔵野市）
●社会福祉施設へ＝矢口邦治（昭和町４・木工品
　〈干支54個〉）
●情報館へ＝髙橋旦（田川町１）小堺哲也（北浦

田）ホープ歯科クリニック（寿町２）

【
臨
時
職
員
募
集
】
●
募
集
人
数

解
を
お
願
い
し
ま
す
。
●
問
合
せ

＝
市
民
生
活
課
市
民
年
金
係
（
☎

７
５
７
―
３
１
１
６
）

●
日
時
＝
３
月
５
日
㈯
午
後
２
時

〜
●
会
場
＝
吉
田
公
民
館
●
入
場

料
＝
無
料
●
定
員
＝
70
人
（
無
料

送
迎
あ
り
）
●
申
込
み
・
問
合
せ

＝
２
月
28
日
㈪
ま
で
に
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
つ
ま
り
の
里
（
☎

７
５
８
―
２
３
２
４
）

＝
１
人
（
松
代
地
域
担
当
）
●
応

募
資
格
＝
市
内
在
住
で
普
通
自
動

車
運
転
免
許
を
有
す
る
満
30
〜
50

歳
の
人
●
任
用
期
間
＝
原
則
と
し

て
１
年
間
●
選
考
方
法
＝
書
類
審

査
・
面
接
な
ど
●
給
与
＝
月
額
１

４
４
、
０
０
０
円
●
申
込
み
期
限

＝
２
月
19
日
㈯
【
市
施
設
管
理
者

募
集
】
●
募
集
人
数
＝
若
干
名
●

対
象
＝
満
58
〜
64
歳
の
人
●
任
用

期
間
＝
原
則
と
し
て
１
年
間
●
就

業
場
所
＝
サ
ン
ク
ロ
ス
十
日
町
な

ど
●
選
考
方
法
＝
書
類
審
査
な
ど

●
申
込
み
期
限
＝
２
月
28
日
㈪
●

申
込
み
・
問
合
せ
＝
履
歴
書
を
㈳

十
日
町
地
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
（
☎
７
５
８
―
４
８
０
９
）

中
里
・
松
代
・
松
之
山
公
民
館

休
日
証
明
書
発
行
窓
口

か
ら
の
お
知
ら
せ

23
年
度
学
校
体
育
施
設

開
放
事
業
の
ご
案
内

●募集期間＝２月14日㈪〜25日㈮　※入居資格など条件の

　詳細は問い合わせてください

●申込み・問合せ＝都市計画課建築住宅係　☎757-9935

公営住宅入居者募集
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お知らせ・ガイド
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お知らせ・ガイド 十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要です



　
ま
ほ
う
の
国
に
出
発
だ
！

山口　ひかりさん（３年）

　絵の具の吹き流しからイメージを
広げて、まほうの国を表しました。
ほうきにまたがっている男の子の様
子をうまくかけたと思います。

　
大
き
な
ケ
ー
キ
　

　
　
　
　
　
お
い
し
そ
う

戸田　優
ゆ

衣
い

さん（２年）

　えき体ねん土を使ってかきました。

クリームとスポンジの色をかえて、３

段がさねのかわいいケーキにしまし

た。フォークの形もうまくできました。

■ 人　口  60,055人（－62）  男  29,348人（－33）  女  30,707人（－29）
■ 世帯数  20,039世帯（－８） １月末現在（　）は前月からの増減市民の動き

68

橘
小
学
校

　

ク
ラ
ス
の
友
だ
ち
で
す
。
顔
や

服
の
も
よ
う
に
気
を
つ
け
て
か
き

ま
し
た
。
い
す
の
は
し
に
腰
か
け

て
い
る
と
き
の
手
足
を
バ
ラ
ン
ス

良
く
か
け
た
と
思
い
ま
す
。

高
橋
　
賢け
ん

哉や

さ
ん
（
４
年
）

いすに座っている友だち

■ 人　口  60,055人（－62）  男  29,348人（－33）  女  30,707人（－29）

　
す
べ
て
が
お
金
！

藤田　聡
さとし

さん（５年）

　お金だけでできている世界を想像

して版画にしました。細かい部分を

ていねいに彫って、きれいな色が出

るように仕上げました。

　
一
か
ら
作
っ
た
卒
業
証
書

滋野　結
ゆう

希
き

さん（６年）
　自分たちで卒業証書の和紙を作っている場面を版画にしました。一生懸命にコウゾをすいて水がたれている様子を表現しました。

は
り
ね
ず
み
に
な
っ
て

　
た
た
か
い
ご
っ
こ
を
し
た
よ

丸山　夢
む

羽
う

さん（１年）
　はりねずみになってたたかうところをはんがで作りました。はりをたくさんつけるのが、うまくできました。赤がみかた、黄色がてきです。
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